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ては，認知的処理の観点から音圧レベルが高い音楽が

負荷となり有効視野が縮小すると仮定し，音圧レベル

の違いによって有効視野の変化が見られるかを検討

することを目的としている．  
 

2. 従来研究 
 

2.1 認知負荷と有効視野について 

 David L.ら6)は，携帯電話を手に持ちながら行う会話

とハンズフリー機能を使う会話の2種類の会話条件を

設定し，それらの課題をトラッキングタスクと同時に

遂行させ，視覚情報認知の特性に変化が見られるかを

検討するための実験を行った．その結果，携帯電話を

手に持ちながら行った会話，ハンズフリー機能を用い

た会話の両条件においてトラッキングタスクに対す

る反応の遅延や誤反応が認められたと報告している．

したがって，携帯電話を操作するために生じる視線移

動や身体拘束以外にも，会話そのものによって十分な

視覚情報認知が遂行できないことが示された．  
 また，David L.ら 7)は，人間の注意がトラッキングタ

スクから会話に移行してしまうことで十分な視覚情

報処理が行えず，会話によって「視界に入っていても

見えていない」という状態が生じていると述べており，

やはり会話そのものが視覚情報認知処理の遂行に影

響を与えていることが確認されている．  
 また，Oron-Giladら 10)によれば，認知負荷が高まる

と運転パフォーマンスが悪化する傾向を示しており，

視覚情報認知が中心となる自動車の運転においては

ワーキングメモリーの注意量が深く関わっていると

考えられている．  
 有効視野において，三浦ら11)は有効視野が縮小する

のは，有効視野における処理の深さと広さの間にトレ

イド・オフの関係あると示唆している．処理の深さと

は鮮明な視覚情報処理のことであり，処理の広さとは

視覚情報処理を行う範囲のことである．つまり，注意

量が減少し，広範囲の視覚情報認知を行おうとすると，

鮮明な視覚情報処理が困難になるため，必然的に有効

視野が縮小すると考えられている．  
 Williams5)は，有効視野を注視点の周りで視覚的情報

を貯蔵したり，読み取ったりすることが可能な範囲で

あると定義している．したがって中心視ほど鮮明では

ないが，周辺視野の範囲でも有効視野と同等の機能を

有する部分が存在すると考えられる．中心視野と周辺

視野にはそれぞれ特徴があり，中心視野は解像度が高

く，大別すると周辺視野は刺激の変化には敏感である

ということがあげられる12)．  
 
2.2 音楽と有効視野について 

 ここまで会話による有効視野に関する研究を挙げ

たが，阿山ら 9)は音楽を流して有効視野が縮小するか

否かを検討している．音声情報を呈示しない条件，刺

激映像呈示時にBGM条件（BGMは不快感を与えないよ

うな環境音楽を使用），刺激映像呈示時に会話を流し

て実験後に会話理解を求める条件，刺激映像呈示時に

会話を行う条件の4条件を設定している．実験の結果，

有効視野の縮小は会話的課題を行う条件の際に起こ

り，BGMを聞かせる条件では有効視野の縮小は認めら

れなかった．  
 以上のように，従来研究からは会話が有効視野に与

える影響を検討した結果，会話によって認知負荷が高

まり，視覚情報認知に配分される注意量が減少するこ

とが示唆されている．しかし，音楽を流しながらの運

転時の有効視野の縮小に関する従来研究は少なく，音

圧レベルを変化させた場合に有効視野の縮小が起き

るか否かの研究は見当たらない．  
 

3. 実験方法 
 

3.1 被験者 

 視力，色覚，ならびに聴覚機能に異常のない21歳か

ら24歳までの男子学生6名，女子学生6名，計12名を被

験者とした．  
 

3.2 主課題 

 本実験では，Fig.1に示すように画面中心に呈示され

る黒い点を被験者に注視してもらいランダムに呈示

される刺激を口頭で回答してもらった．刺激はひらが

な（あ，か，さ，た，な，は，ま，や）であり，白色

の画面の上に黒色で呈示した．なお刺激の大きさは視

角で3度であった．刺激は1秒間呈示されると消えて，

間隔をあけてまた異なる位置に刺激が呈示するよう

設定した．刺激が全て異なる位置に70文字呈示される

まで続き，終了すると画面全体が黒に変化した．  
 本実験課題はMicrosoft Visual Basic 2012を用いて作

成し，20インチTFTモニターを用いて実施した．被験

者と画面までの距離は40cm，画面の大きさは横60度，

縦35度であった．  
 呈示された刺激と被験者が口頭で回答した刺激が

一致した場合は，刺激を正しく認知処理できたと判断

した．また，呈示された刺激と被験者が口頭で回答し

た刺激が異なる場合や刺激が呈示されているにも関

わらず口頭による回答が無かった場合は，刺激を正し

く認知処理できていないのでミスと判定した．  
 また，主課題ではアイカメラによって被験者の視線

を計測した．被験者には画面中央の黒い点を見ながら

ランダムに呈示される刺激を認識することを求めた

が，万が一視線を動かして呈示される刺激を認識した

場合，そのデータは解析の際に取り除いた．  

Fig.1 The Primary Task 
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あらまし 

有効視野の範囲は常に一定ではなく，注意量により変化する．従来研究では，運転時の会話は認知的負荷となり，注

意量が減少し，有効視野の縮小が生じることが示唆されている．一方，無意味な音楽を流した場合は認知的負荷となら

ないため，有効視野の縮小は認められない．しかし，音圧レベルの違いにより有効視野の範囲が変化する可能性を検討

した研究は見られない．よって，本研究では音楽の音圧レベルを変化させ，有効視野の範囲に与える影響を研究した．

その結果，無意味な音楽により有効視野は縮小することが認められ，さらに音圧レベルが高い時は，有効視野のより一

層の縮小が認められた． 
 

Abstract 
In previous researches, it was suggested that conversation while driving might be cognitive load. The conversation decreases 

attention resources and it also reduces the areas of the functional field of view. In this research, the functional field of view was 
observed with playing instrumental music that has low and high sound pressure conditions. As a result, it was indicated that the 
functional field of view was reduced by playing instrumental music. Besides, it was indicated that the functional field of view was 
reduced more when sound pressure was high level. 

 
キーワード：有効視野，音圧レベル，注視量  
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1. はじめに 

 

 平成24年の交通事故発生件数をみると，約67万件で

あり 1)，平成16年の約95万件と比べると28万件減少し

ているが，件数から見ると依然として交通事故は多く

発生していることが分かる．  
 自動車運転時の一連の運転プロセスとして，最初に

行われるのが状況認知である．状況認知では，現在の

状況の各要素の知覚をすること，現在の状況を理解す

ること，そして未来の状況予測をするという行為を指

す 2)．また，特にドライバーが運転の際に獲得する情

報のうち90%以上は視覚情報であると言われている3)．

よって，視覚情報の認知段階でミスが発生すると自動

車の操作にも影響がおよび交通事故に結びついてし

まう可能性がある．したがって，自動車の運転にとっ

て視覚情報の欠落や十分な認知処理が遂行できない

場合は危険であるといえる．  
 ドライバーは，有効視野の中から取得できる情報を

手掛かりにして次に注視するべき対象を検出し，注視

点の移動を行っている4)．また，有効視野の大きさは常

に一定ではなく，注意量によって大きさが変化する5)．

したがって，運転時の有効視野はドライバーの注意量

に大きく影響される．つまり，運転時は，有効視野を

出来るだけ縮小させず，一定に保つことが交通事故の

要因となる認知段階のミスを減少させるために大変

重要であると考えられる．  
 David L.ら6),7)の研究によると，運転時に会話を行う

ことで会話そのものが視覚情報の認知処理の遂行に

影響を与えることが確認されている．人間には処理で

きる情報量に上限があるため 8)，会話に注意が奪われ

てしまうと視覚情報の認知処理に対して供給される

注意量が減少し，円滑な視覚情報認知の遂行が拒まれ

ると指摘されている．そして，注意量が減少すること

で，有効視野の縮小が生じる．  
 一方で，阿山ら 9)の研究によると不快感を与えない

ような環境音楽と音声情報なしの実験では，両条件と

もに有効視野の縮小は認められなかったため，認知的

処理の観点から不快感を与えないような環境音楽は

認知負荷とはならないと考えられている．しかし，音

圧レベルを変化させた場合に有効視野の縮小が起き

るか否かの研究は見当たらない．そこで本研究におい
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ては，認知的処理の観点から音圧レベルが高い音楽が

負荷となり有効視野が縮小すると仮定し，音圧レベル

の違いによって有効視野の変化が見られるかを検討

することを目的としている．  
 

2. 従来研究 
 

2.1 認知負荷と有効視野について 

 David L.ら6)は，携帯電話を手に持ちながら行う会話

とハンズフリー機能を使う会話の2種類の会話条件を

設定し，それらの課題をトラッキングタスクと同時に

遂行させ，視覚情報認知の特性に変化が見られるかを

検討するための実験を行った．その結果，携帯電話を

手に持ちながら行った会話，ハンズフリー機能を用い

た会話の両条件においてトラッキングタスクに対す

る反応の遅延や誤反応が認められたと報告している．

したがって，携帯電話を操作するために生じる視線移

動や身体拘束以外にも，会話そのものによって十分な

視覚情報認知が遂行できないことが示された．  
 また，David L.ら 7)は，人間の注意がトラッキングタ

スクから会話に移行してしまうことで十分な視覚情

報処理が行えず，会話によって「視界に入っていても

見えていない」という状態が生じていると述べており，

やはり会話そのものが視覚情報認知処理の遂行に影

響を与えていることが確認されている．  
 また，Oron-Giladら 10)によれば，認知負荷が高まる

と運転パフォーマンスが悪化する傾向を示しており，

視覚情報認知が中心となる自動車の運転においては

ワーキングメモリーの注意量が深く関わっていると

考えられている．  
 有効視野において，三浦ら11)は有効視野が縮小する

のは，有効視野における処理の深さと広さの間にトレ

イド・オフの関係あると示唆している．処理の深さと

は鮮明な視覚情報処理のことであり，処理の広さとは

視覚情報処理を行う範囲のことである．つまり，注意

量が減少し，広範囲の視覚情報認知を行おうとすると，

鮮明な視覚情報処理が困難になるため，必然的に有効

視野が縮小すると考えられている．  
 Williams5)は，有効視野を注視点の周りで視覚的情報

を貯蔵したり，読み取ったりすることが可能な範囲で

あると定義している．したがって中心視ほど鮮明では

ないが，周辺視野の範囲でも有効視野と同等の機能を

有する部分が存在すると考えられる．中心視野と周辺

視野にはそれぞれ特徴があり，中心視野は解像度が高

く，大別すると周辺視野は刺激の変化には敏感である

ということがあげられる12)．  
 
2.2 音楽と有効視野について 

 ここまで会話による有効視野に関する研究を挙げ

たが，阿山ら 9)は音楽を流して有効視野が縮小するか

否かを検討している．音声情報を呈示しない条件，刺

激映像呈示時にBGM条件（BGMは不快感を与えないよ

うな環境音楽を使用），刺激映像呈示時に会話を流し

て実験後に会話理解を求める条件，刺激映像呈示時に

会話を行う条件の4条件を設定している．実験の結果，

有効視野の縮小は会話的課題を行う条件の際に起こ

り，BGMを聞かせる条件では有効視野の縮小は認めら

れなかった．  
 以上のように，従来研究からは会話が有効視野に与

える影響を検討した結果，会話によって認知負荷が高

まり，視覚情報認知に配分される注意量が減少するこ

とが示唆されている．しかし，音楽を流しながらの運

転時の有効視野の縮小に関する従来研究は少なく，音

圧レベルを変化させた場合に有効視野の縮小が起き

るか否かの研究は見当たらない．  
 

3. 実験方法 
 

3.1 被験者 

 視力，色覚，ならびに聴覚機能に異常のない21歳か

ら24歳までの男子学生6名，女子学生6名，計12名を被

験者とした．  
 

3.2 主課題 

 本実験では，Fig.1に示すように画面中心に呈示され

る黒い点を被験者に注視してもらいランダムに呈示

される刺激を口頭で回答してもらった．刺激はひらが

な（あ，か，さ，た，な，は，ま，や）であり，白色

の画面の上に黒色で呈示した．なお刺激の大きさは視

角で3度であった．刺激は1秒間呈示されると消えて，

間隔をあけてまた異なる位置に刺激が呈示するよう

設定した．刺激が全て異なる位置に70文字呈示される

まで続き，終了すると画面全体が黒に変化した．  
 本実験課題はMicrosoft Visual Basic 2012を用いて作

成し，20インチTFTモニターを用いて実施した．被験

者と画面までの距離は40cm，画面の大きさは横60度，

縦35度であった．  
 呈示された刺激と被験者が口頭で回答した刺激が

一致した場合は，刺激を正しく認知処理できたと判断

した．また，呈示された刺激と被験者が口頭で回答し

た刺激が異なる場合や刺激が呈示されているにも関

わらず口頭による回答が無かった場合は，刺激を正し

く認知処理できていないのでミスと判定した．  
 また，主課題ではアイカメラによって被験者の視線

を計測した．被験者には画面中央の黒い点を見ながら

ランダムに呈示される刺激を認識することを求めた

が，万が一視線を動かして呈示される刺激を認識した

場合，そのデータは解析の際に取り除いた．  

Fig.1 The Primary Task 
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4.2.1 統制条件における認知率 

 統制条件においての認知率について，3水準の一元

配置分散分析を行った結果，有意差が認められた

（F(2,20)=50.68，P<0.01）．また，Holmの方法を用い

て多重比較を行った結果，Fig.7に示す通り内側と中側

で有意差が見られ，内側と外側，中側と外側では高度

に有意差が認められた．従って，この内側，中側，外

側で認知率の差があることが示された．また，音声情

報がない状態でも外側は内側，中側に比べると認知が

しにくいことが示された．  
 
4.2.2 内側における認知率 

 内側の認知率について，3水準の一元配置分散分析

を行った結果，有意差が認められた（F(2,20)=5.51，
P<0.05）．また，Holmの方法を用いて多重比較を行っ

た結果，Fig.8に示す通り統制条件と高音圧条件におい

て，低音圧条件と高音圧条件において有意差が見られ

た．この結果より，音圧レベルが大きくなると，認知

率が高かった内側でさえ認知率が低下することが示

された．  
 
4.2.3 中側における認知率 

 中側の認知率について，3水準の一元配置分散分析

を行った結果，有意差が認められた（F(2,20)=4.70，

P<0.01）．また，Holmの方法を用いて多重比較を行っ

た結果，Fig.9に示す通り統制条件と高音圧条件におい

て有意差が見られ，低音圧条件と高音圧条件において

統計上，危険水準5％では有意差が認められなかった

がある程度の差が観察された．この結果から，中側の

認知率は音圧によって低下した可能性があることが

示された．  
 
4.2.4 外側における認知率 

 外側の認知率について，3水準の一元配置分散分析

を行った結果，有意差が認められた（F(2,20)=4.37，
P<0.05）．また，Holmの方法を用いて多重比較を行っ

た結果，Fig.10に示す通り統制条件と低音圧条件にお

いて有意差が見られ，統制条件と高音圧条件において

統計上，危険水準5％では有意差が認められなかった

がある程度の差が観察された．音を流すことによって

外側の範囲において，認知率が低下するという傾向が

示された．  
 

5. 考察 
 

5.1 音圧レベルの違いが有効視野に与える影響 

 本研究では，音圧レベルを変化させ，コンテキスト

を持たない音楽を流し有効視野の範囲に変化は見ら

Fig.7 The Rate of Cognition on the Control Condition 

Fig.8 The Rate of Cognition at the Inside 

Fig.9 The Rate of Cognition at the Middle 

Fig.10 The Rate of Cognition at the Outside 
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3.3 実験条件 

 主課題のみの条件を統制条件，主課題と音圧レベル

値が低いコンテキストを持たない無意味な音楽を聞

かせる条件を低音圧条件，主課題と音圧レベル値が高

いコンテキストを持たない無意味な音楽を聞かせる

条件を高音圧条件とした．低音圧条件と高音圧条件で

利用する音楽は同じ楽曲を利用した．なお，実験で使

用した楽曲は，「放課後の音楽室／ゴンチチ」，「ロー

ズ／ジェームズ・ホーナー」である． 

 

3.4 実験手順 

 まず被験者には，実験の練習を十分行わせた．その

後，統制条件，低音圧条件，高音圧条件を各6分ずつ

実施した．各条件とも終了後には10分の休憩を入れ，

疲労による影響を排除した．なお，カウンターバラン

スをとり，順序効果による影響を排除するように実験

を行った．  
 

3.5 実験環境 

 照度1,068㏓（高さ70㎝の水平面上で測定），室温25
度の下，実験を行った．実験者と被験者のやり取りに

は，実験室に設けられているマイクとスピーカーを用

いた．実験で流す楽曲の音圧レベルは，低音圧条件で

68dBA，高音圧条件では74dBAとした．なお楽曲の音

圧レベルは常に一定ではなく，継時的変化が認められ

る．したがって，本研究では騒音計によって測定され

た音圧レベルの中央値を音圧レベルとした．  
 なお，被験者の実験遂行状態は実験室に備え付けら

れているビデオカメラを用いて記録した．  
 

4. 実験結果 
 
 データの解析に際しては，1人の被験者においてア

イカメラで正常にデータを取れなかったため，解析の

際はこのデータは利用しなかった．  
 
4.1 認知個数 

 認知個数について，3水準の一元配置分散分析を行

った結果，有意差が認められた（F(2,20)=6.01，P<0.01）．
また，Holmの方法を用いて多重比較を行った結果，

Fig.2に示す通り統制条件と低音圧条件での有意差，統

制条件と高音圧条件での有意差が認められ，音を流す

ことによって正確に認知できる文字数は減少したこ

とが示された．  
 
4.2 認知率 

 統制条件と低音圧条件，高音圧条件で呈示する位置

ごとに認知率を求めた．  
 また，認識率が90%以上になっている範囲をそれぞ

れの条件ごとFig.3，Fig.4，Fig.5に示した．条件が異な

ると90%以上認知できる範囲が縮小していることがわ

かる．  
 しかしながら統計的に有効視野が縮小していると

は言及できていないことから，統計的に有効視野が縮

小しているか否かを示すため内側，中側，外側と設定

して分析を行うことにした．Fig.6に示すように，右上

がりの斜線の部分を内側，水玉模様の部分を中側とし

た．内側の設定は，横10度，縦7度の範囲，中側の設

定は，横30度，縦15度とする．内側の設定は，統制条

件で被験者の認知率が90%以上の範囲と数文字の語の

認識限界を参考にして決定した．また，中側は統制条

件の際，認知率が90%以上の範囲を参考にして決定し

た．  

Fig.3 The Rate of Cognition on the Control Condition 

Fig.4 The Rate of Cognition  
on the Low Sound Pressure Condition 

Fig.5 The Rate of Cognition  
on the High Sound Pressure Condition 

Fig.6 The Definition of Analysis Areas Fig.2 The Number of Cognition 
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4.2.1 統制条件における認知率 

 統制条件においての認知率について，3水準の一元

配置分散分析を行った結果，有意差が認められた

（F(2,20)=50.68，P<0.01）．また，Holmの方法を用い

て多重比較を行った結果，Fig.7に示す通り内側と中側

で有意差が見られ，内側と外側，中側と外側では高度

に有意差が認められた．従って，この内側，中側，外

側で認知率の差があることが示された．また，音声情

報がない状態でも外側は内側，中側に比べると認知が

しにくいことが示された．  
 
4.2.2 内側における認知率 

 内側の認知率について，3水準の一元配置分散分析

を行った結果，有意差が認められた（F(2,20)=5.51，
P<0.05）．また，Holmの方法を用いて多重比較を行っ

た結果，Fig.8に示す通り統制条件と高音圧条件におい

て，低音圧条件と高音圧条件において有意差が見られ

た．この結果より，音圧レベルが大きくなると，認知

率が高かった内側でさえ認知率が低下することが示

された．  
 
4.2.3 中側における認知率 

 中側の認知率について，3水準の一元配置分散分析

を行った結果，有意差が認められた（F(2,20)=4.70，

P<0.01）．また，Holmの方法を用いて多重比較を行っ

た結果，Fig.9に示す通り統制条件と高音圧条件におい

て有意差が見られ，低音圧条件と高音圧条件において

統計上，危険水準5％では有意差が認められなかった

がある程度の差が観察された．この結果から，中側の

認知率は音圧によって低下した可能性があることが

示された．  
 
4.2.4 外側における認知率 

 外側の認知率について，3水準の一元配置分散分析

を行った結果，有意差が認められた（F(2,20)=4.37，
P<0.05）．また，Holmの方法を用いて多重比較を行っ

た結果，Fig.10に示す通り統制条件と低音圧条件にお

いて有意差が見られ，統制条件と高音圧条件において

統計上，危険水準5％では有意差が認められなかった

がある程度の差が観察された．音を流すことによって

外側の範囲において，認知率が低下するという傾向が

示された．  
 

5. 考察 
 

5.1 音圧レベルの違いが有効視野に与える影響 

 本研究では，音圧レベルを変化させ，コンテキスト

を持たない音楽を流し有効視野の範囲に変化は見ら

Fig.7 The Rate of Cognition on the Control Condition 

Fig.8 The Rate of Cognition at the Inside 

Fig.9 The Rate of Cognition at the Middle 

Fig.10 The Rate of Cognition at the Outside 
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れないか実験を行ない検討した．その結果，Fig.8，Fig.9
が示す通り，中側と内側において，統制条件と高圧条

件，低圧条件と高圧条件との間において有意差が認め

られ，音圧レベルの違いにより有効視野が縮小するこ

とが示唆された．  
 島井ら13)の研究によると高音圧条件では，刺激の音

圧レベルが高くなるほど不快さが増加することが示

され，低音圧条件でも高音圧条件ほど顕著ではないが

音圧レベルが高い時に不快さが増加することが示さ

れている．また，川田ら14)の研究によるとBGMや環境

音において音の種類で不快，うるさいと感じるレベル

の違いはあるものの，音圧レベルが高くなるにつれて

不快と感じるという結果は同様に得られている．した

がって，両研究に共通していることは，「音圧レベル

が高くなると不快に感じる」ということである．また，

斉藤 15)は音圧レベルがどの程度上昇すると人間が不

快に感じるかを検討した結果，聴覚障害のない正常者

については，個人差は非常に大きいが，おおむね80dBA
程度で不快を感じることが分かっている．  
 本研究では，高音圧レベル条件で流したコンテキス

トを持たない無意味な音楽が被験者にとって不快に

感じたかについて心理的印象調査を行っていない為，

この点については明確に言及できないが，高音圧レベ

ル条件において設定した音圧レベルは74dBAであり，

上記より被験者はおおむね不快に感じていると示唆

される．不快な情動の研究に，佐藤ら16)は悲しみ導入

時つまりネガティブな気分の時には，認知的パフォー

マンスは下がり，快－不快双方の情動喚起刺激は中立

刺激よりも強い賦活を示し，ワーキングメモリー課題

中はより不快な刺激に対し強い賦活を示すという．し

たがって，適度なポジティブ気分導入下ではワーキン

グメモリーの課題の成績が向上し，逆にネガティブ気

分導入下では成績が低下すると示唆している．また，

同様の研究で，大上ら 17)は不快な情動の喚起により，

有効視野が縮小することを示唆している．その理由と

して，情動喚起時においては平静時に比べ，外的刺激

の処理へ配分される注意量は減少すると考えられて

いる．これらのことから，本研究の結果は，音圧レベ

ルを上げることにより被験者は不快に感じ，外的刺激

の処理へ分配される注意量は減少したためであると

考えられる．  
 また，有効視野において，前述に述べたとおり，有

効視野における処理の深さと広さの間にトレイド・オ

フの関係あると示唆されている11)．つまり，注意量が

減少し，広範囲の視覚情報認知を行おう試みると，鮮

明な視覚情報処理が困難になるため，必然的に有効視

野が縮小すると考えられている．本研究では，音圧レ

ベルを高くすることによりおおむね被験者は不快に

感じたと予想されることから，注意量を減少させる要

因となり，有効視野におけるトレイド・オフの関係よ

り有効視野が狭くなったと考えられる．高音圧レベル

の条件では，注視している部分から近い内側，中側に

も悪影響を与えていることから，より有効視野を縮小

させている要因になっていると考えられる．  
 

 

5.2 音楽が有効視野に与える影響 

 Fig.2に示す通り，認知個数は音が流れることにより

統制条件と低圧条件で有意差が認められ，統制条件と

高圧条件でも有意差が認められた．また，外側認知率

においてもFig.10に示す通り，統制条件と低圧条件に

おいて，統制条件と高圧条件において有意差が認めら

れた．この結果より，人間は音が流れることにより，

認知できる個数が少なくなり，外側においては音を流

すだけで認知率の低下が起こることが示された．Helen
ら 18)によると，「音楽に歌声が含まれる有意味な音楽

でも，音楽に歌声が含まれず無意味な音楽でも音楽が

ない時に比べ認知のパフォーマンスが低下する」と指

摘している．しかし，阿山ら 9)の研究では，音声情報

でBGMを流す実験において認知処理の観点からは認

知負荷にはならないという報告がある．これは，Helen
らの研究結果と異なる．本研究では，認知個数，外側

認知率において音圧レベルの影響を受けて有意差は

認められなかったものの，音楽が流れることにより認

知処理の負荷となり，注意量が減少したと予測され，

有効視野の縮小に影響を与えることが確認できた．  
 

6. まとめと今後の課題 
 

 本研究の目的は , 音圧レベルの違いにより有効視野

の変化がみとめられるかを検討する事であり , 2種類

の音圧レベルを持つコンテキストの無意味な音楽を

流し実験を行った．その結果，音圧レベルを変化させ

ることで，中側・内側の範囲において統制条件と高圧

条件，低圧条件と高圧条件で有意差が認められた．ま

た，高圧条件では，音楽が被験者にとって不快と感じ

たと予測され，不快に感じたことにより，外的刺激の

処理へ分配される注意量は減少したと考えられる．前

述したように有効視野には処理の深さと広さの間に

トレイド・オフの関係があることから，注意量が減少

した際に広範囲の視覚情報認知を行おうと試みると，

鮮明な視覚情報処理が困難になり必然的に有効視野

の縮小につながったと示唆される．   
 また，本研究においては音楽を流すことで外側の認

知率が低下し，コンテキストを持たない無意味な音楽

を流すだけで認知的負荷となり，有効視野が縮小する

ことが示唆された．  
 本研究では音圧レベルを上げたことに対し，被験者

にうるささの心理的印象については調査しなかった

ため，被験者が低圧条件と高圧条件下で不快と感じた

かどうかは明確に言及できなかった．また，佐伯ら19)，

20)は，等しい音圧レベルであれば，無意味雑音より有

意味雑音の方がうるささの心理的印象の平均値は高

いと指摘している．今回はコンテキストを持たない無

意味な音楽の音圧レベルを変化させて実験を行った

が今後の課題として同音圧レベルで有意味雑音と無

意味雑音下で研究をし，有効視野について検討する必

要がある．  
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